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Abstract 
ln general， itis difficult to establish the therapeutic rel呂tionshipin the case of school refusal in adolescencε 
Therapists often encounter cases in which it is necessary to find out appropriate approaches to overcome this 
difficulty. 
In this paper， the author presents the school refusal case of a high school boy which was treated successful-
ly by parent counseling alone. Since he refused to come to a therapist， the author tried to help him by parent 
counseling. Forty-four sessions for his mother， six sessions for his father and two conjoint counseling sessions 
were held during fifteen months. And this approach not only promoted the growth of his ego， but also caused 




























〔症例〕 花形球郎(仮名) 男子 高校 1年 15歳 (インテーク時)
〔主訴〕 登校拒否
〔家族構成〕 父親42歳，母親40歳，姉17歳(高校3年)，妹11歳(小学6年)，父方祖母75歳
と本人との 6人家族。父親は 6人きょうだい中 4番目の長男である。彼の父親が40代で脳卒中
で倒れ働けなくなったので，中学を卒業後洗濯屋の職人となる o 21歳で自分の庖をもち， 24歳の
時に結婚したが，結婚後10年間は彼の父が商売上なした負債を背負つての生活であった。父親は，













































































































第2期 母親落ち着きを取り戻し息子の問題について考え始める ( 2ヵ月間 母親面接 4~
母親面接11)


















































































第3期 休学の手続き.球郎は治療的退行を示し，新たな動きを見せ始める (約 1ヵ月半
母親面接12~母親面接18)







〔母親面接 13) ( 9月22日)
球郎はその後もプラモデルづくりなどで過ごしている O 最近体重が増えて，学校に行っていた
頃と比べると 4kg程肥ったので，本人は喜んでいる。現在の身長180cm，体重64kgである。


































































































第5期 いくつかの現実直面一一一共時性 ( 2ヵ月間 母親面接26-母親面接32，父母同席
面接 2)
















































〔母親面接 29) ( 3月2日)
2月28日，本人の意志を再度確認した上で復学する旨学校へ返事した。球郎はこのところ非常に
口答えが多くなり，言葉遣いも悪くなってきた。






























































第7期 終結に向けて.父親への援助 ( 2ヵ月間 父親面接 3~父親面接 6 母親面接43，
4) 





































































































































































出来事の同時的な生起は， Jungの言う「共時性 (SynchronicitY)J4) 5)を思わせ興味深い。共時性と
は，同じ意味を持っと思える内的，外的の 2つの出来事がほとんど同時に起こるのを説明するた











































なくなる O 以前よりも言葉遣いが荒くなり，自己主張はさらに強くなる O そして 3月末，彼は
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